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警
視
庁
御
雇
外
人
グ
ロ
ー
ス
関
係
資
料
補
遺

　
　
　
　
　
続
続
・
明
治
法
制
史
料
雑
纂
（
七
）

手

塚

豊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
数
年
前
、
私
は
「
警
視
庁
御
雇
外
人
ガ
γ
べ
・
グ
ロ
ー
ス
」
を
発
表
し
、
彼

の
日
本
に
お
け
る
事
績
を
紹
介
し
た
。
そ
の
後
、
グ
・
ー
ス
に
関
す
る
若
干
の
資

料
に
接
し
た
の
で
、
こ
こ
に
そ
れ
ら
を
取
り
ま
と
め
、
前
稿
の
補
遺
と
し
た
い
．

　
　
　
　
　
e
　
グ
ロ
ー
ス
の
広
沢
参
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
暗
殺
事
件
批
判

　
明
治
二
十
六
年
三
月
二
日
・
都
新
聞
所
載
「
探
偵
叢
話
」
の
「
は
し
が
き
」

に
、
次
の
一
節
が
あ
る
。

　
　
明
治
七
、
八
年
の
頃
に
て
も
あ
り
し
な
ら
ん
。
当
時
の
警
視
庁
雇
仏
国
人

　
グ
ー
ル
ス
氏
と
や
ら
、
故
広
沢
参
議
遭
難
事
件
の
取
調
顛
末
を
聴
き
「
遂
に

　
犯
人
を
得
ざ
り
し
は
、
探
偵
術
の
不
十
分
な
る
が
た
め
と
す
る
の
外
な
し
。

　
添
臥
せ
る
妾
が
余
り
の
刃
尖
に
て
小
髪
に
受
た
り
と
云
ふ
其
傷
恰
か
も
剃
刀

　
傷
の
如
く
、
僅
か
に
血
の
に
じ
め
る
の
み
に
て
、
別
に
腫
上
り
も
せ
ざ
り
し

　
と
は
、
最
も
注
意
す
べ
き
点
な
り
。
小
髪
殊
に
婦
人
の
小
髪
と
あ
れ
ば
、
神

　
　
　
警
視
庁
御
雇
外
人
グ
ロ
ー
ス
関
係
資
料
補
遺

経
の
感
じ
敏
く
、
且
つ
深
き
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
縦
ひ
傷
の
剃
刀
傷
ほ
ど

な
る
も
、
多
少
の
腫
を
見
ざ
る
筈
な
し
．
左
れ
ば
此
点
に
は
今
一
層
注
意
し

て
欲
か
り
き
。
且
つ
参
議
の
邸
宅
を
未
だ
犯
人
を
探
し
得
ざ
る
以
前
に
、
取

崩
し
た
る
も
、
不
注
意
の
一
な
り
。
邸
宅
殊
に
其
遭
難
の
寝
室
の
如
き
は
、

遭
難
現
時
の
ま
』
に
保
存
し
、
此
所
よ
り
入
れ
り
、
彼
所
よ
り
去
り
た
り
等

の
こ
と
を
、
細
か
に
察
知
し
得
る
の
料
に
供
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
先
年
、
巴

里
に
て
殺
人
犯
あ
り
、
被
害
者
の
遺
骸
又
は
其
現
場
の
模
様
等
に
つ
き
、
種

々
心
を
凝
ら
し
て
探
偵
せ
る
も
、
遂
に
其
犯
人
を
得
ざ
り
し
が
、
四
、
五
年

の
後
、
警
察
長
官
更
迭
し
、
新
任
長
官
フ
i
、
彼
の
被
害
者
の
死
状
を
写
し

た
る
絵
を
取
出
さ
し
め
、
一
覧
の
上
、
右
の
掌
を
握
り
し
め
居
る
が
、
是
は

其
当
時
、
披
き
見
た
る
や
と
尋
ね
た
る
に
、
否
、
披
か
ず
、
其
の
ま
x
ア
ル

コ
ー
ル
潰
に
し
あ
り
と
云
ふ
。
然
ら
ぽ
と
て
、
右
遺
骸
保
存
所
に
赴
き
、
披

ぎ
た
る
に
、
白
髪
幾
筋
を
握
り
居
た
り
。
新
任
長
官
日
く
、
斯
る
白
髪
は
六

十
歳
以
上
の
老
人
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
去
り
と
て
六
十
歳
以
上
の
老
人
が

殺
人
罪
を
犯
す
が
如
き
は
、
其
例
稀
な
り
．
所
謂
若
白
髪
の
人
物
に
注
意
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
　
　
　
（
一
六
四
三
）



　
　
　
聾
口
視
庁
御
雇
外
人
グ
ロ
ー
ス
関
係
資
料
補
遺

　
よ
と
。
其
頃
、
巴
里
に
、
三
十
四
、
五
歳
の
白
髪
の
破
落
漢
あ
り
。
探
偵
之

　
に
目
を
注
け
取
調
べ
た
る
に
、
果
し
て
四
、
五
年
前
に
殺
人
罪
を
犯
せ
る
を

　
白
状
せ
り
」
と
、
お
国
白
慢
を
語
れ
り
と
。

　
明
治
七
、
八
年
頃
の
警
視
庁
御
雇
フ
ラ
ン
ス
人
は
グ
ロ
ー
ス
以
外
に
は
い
な

い
。
し
た
が
つ
て
「
グ
ー
ル
ス
」
は
グ
ロ
ー
ス
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　
参
議
広
沢
真
臣
が
そ
の
寝
室
で
何
者
か
に
暗
殺
さ
れ
た
の
は
、
明
治
四
年
一

月
九
日
の
こ
と
で
あ
り
、
微
傷
を
負
つ
た
妾
の
福
井
か
ね
に
疑
い
が
か
け
ら

れ
、
彼
女
は
四
年
間
も
拘
留
さ
れ
て
、
拷
問
に
次
ぐ
拷
問
を
う
け
た
。
そ
の
ほ

か
に
も
何
人
か
の
容
疑
者
が
あ
げ
ら
れ
た
が
、
結
局
、
そ
れ
は
真
犯
人
不
明
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

ま
ま
未
解
決
に
終
つ
た
事
件
で
あ
る
。
グ
・
ー
ス
の
意
見
は
、
現
場
検
証
と
現

場
保
存
の
不
備
を
指
摘
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
探
偵
叢
話
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

執
筆
者
高
谷
為
之
は
、
警
視
庁
巡
査
か
ら
記
者
に
転
じ
た
人
で
あ
る
か
ら
、
警

視
庁
在
職
中
の
伝
聞
を
述
べ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
．
な
お
、
前
掲
記
事
の
末
尾

に
、
グ
ロ
ー
ス
の
談
は
、
そ
の
「
お
国
自
慢
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
当
時
、
犯

罪
捜
査
術
に
お
い
て
、
フ
ラ
ソ
ス
が
日
本
よ
り
も
進
歩
し
て
い
た
こ
と
は
、
否

定
で
き
な
い
事
実
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
⇔
　
グ
ロ
ー
ス
と
福
鎌
芳
隆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
明
治
末
年
、
当
時
の
「
司
法
部
内
で
熱
心
家
と
経
験
家
の
評
判
」
た
か
か
つ

た
名
古
屋
地
方
裁
判
所
検
事
正
福
鎌
芳
隆
は
、
そ
の
青
年
時
代
に
グ
・
ー
ス
の

助
手
を
つ
と
め
、
い
わ
ば
直
接
の
薫
陶
を
う
け
た
門
下
生
で
あ
つ
た
。

　
福
鎌
は
、
旧
幕
臣
松
平
田
宮
の
子
で
あ
り
、
明
治
二
年
二
月
、
御
車
寄
勤
番

と
し
て
宮
中
に
入
り
、
翌
年
十
二
月
．
権
大
舎
人
に
進
ん
だ
。
明
治
六
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
　
　
　
（
嚇
六
四
四
）

の
宮
中
火
災
の
折
に
は
、
賢
所
の
神
鏡
を
も
ち
だ
す
手
が
ら
を
た
て
た
と
い
わ

れ
る
。
向
学
心
に
燃
え
、
箕
作
麟
祥
の
門
に
入
り
、
フ
ラ
ン
ス
法
を
勉
強
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

た
。
同
門
に
、
大
森
鐘
一
、
薩
陸
正
邦
ら
が
い
る
。

　
そ
の
後
、
太
政
官
出
仕
に
な
つ
た
が
、
明
治
十
一
年
二
月
、
私
撰
の
法
令
集

と
も
い
う
べ
き
「
本
朝
民
鑑
」
を
出
版
し
た
こ
と
が
、
当
局
の
忌
諦
に
ふ
れ
て

　
　
　
　
　
（
6
）

そ
の
職
を
追
わ
れ
、
し
ぽ
ら
く
深
川
の
茂
松
学
校
で
新
律
綱
領
の
講
義
を
行
つ

て
い
た
と
こ
ろ
、
彼
の
学
才
を
惜
ん
だ
大
警
視
川
路
利
良
が
、
彼
を
警
視
庁
に
招

い
た
．
彼
の
職
は
「
顧
問
御
雇
教
師
附
属
」
で
、
お
そ
ら
く
雇
で
あ
つ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
時
に
明
治
十
一
年
八
月
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
「
顧
問
御
雇
教
師
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

は
す
な
わ
ち
グ
ロ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
の
警
視
庁
入
り
の
模
様
を
、
彼
の
逝
去
の

前
年
、
「
法
律
新
聞
」
に
連
載
さ
れ
た
「
名
古
屋
地
方
検
事
正
福
鎌
芳
隆
」
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
川
路
は
更
に
君
に
嘱
し
て
曰
く
、
今
や
新
法
の
編
纂
中
に
在
り
、
教
師
グ

　
ロ
ー
ス
氏
は
仏
国
の
実
験
家
た
り
。
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
博
士
も
常
に
協
議
す
る

　
と
こ
ろ
あ
り
。
足
下
已
に
邦
典
に
精
な
り
と
聞
く
．
グ
ロ
：
ス
氏
が
日
本
の

　
慣
習
を
調
査
す
る
に
際
し
て
、
足
下
必
ず
参
考
の
材
料
を
供
す
る
所
あ
ら
ん

　
　
…
爾
来
君
は
教
師
の
刑
法
比
較
講
義
を
筆
記
し
、
退
庁
後
は
田
中
商
店
の

　
通
弁
天
野
某
を
伴
ひ
、
毎
夜
教
師
の
寓
に
赴
き
、
仏
国
警
察
の
実
施
に
就

　
き
、
普
く
質
疑
を
な
し
、
亦
悉
く
其
答
を
筆
記
し
た
り
。
教
師
亦
君
の
熱
心

　
を
感
じ
提
摘
太
だ
勉
む
。

　
そ
の
後
、
明
治
十
一
年
か
ら
十
二
年
に
か
け
て
、
藤
田
組
贋
札
事
件
が
お
き

た
と
ぎ
、
福
鎌
は
そ
れ
に
つ
い
て
の
上
申
書
を
司
法
省
に
提
出
し
、
そ
れ
が
み

と
め
ら
れ
て
警
視
庁
か
ら
司
法
省
へ
転
じ
、
東
京
上
等
裁
判
所
勤
務
の
検
事
補



　
　
　
　
　
　
（
9
）

に
就
任
し
た
と
い
う
．
正
確
な
日
附
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
十
三
年
九
月
以
降

　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

の
こ
と
と
思
わ
れ
る
．
そ
し
て
翌
年
、
新
発
田
始
審
裁
判
所
へ
転
じ
た
．
そ
の

と
き
の
模
様
、
と
く
に
グ
ロ
ー
ス
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
前
掲
伝
記
は
次
の
ご

　
　
　
　
　
（
11
）

と
く
述
べ
て
い
る
。

　
　
君
の
更
に
新
発
田
始
審
裁
判
所
詰
検
事
を
命
ぜ
ら
れ
し
は
、
去
る
明
治
十

　
四
年
八
月
十
二
日
な
り
し
。
恩
師
な
る
グ
ロ
ー
ス
氏
は
、
君
の
栄
達
を
喜
び

　
し
が
、
同
氏
亦
仏
国
里
昂
へ
帰
る
こ
と
に
な
り
、
蚊
に
握
手
し
別
を
告
げ

　
ぬ
．
同
氏
は
君
に
一
言
を
贈
る
。
曰
く
好
プ
冒
キ
ュ
ー
ル
、
再
会
果
し
て
何

　
の
日
ぞ
、
我
仏
国
の
俗
諺
に
、
武
装
者
温
和
な
れ
ど
、
検
察
官
は
人
を
し
て

　
畏
避
せ
し
む
る
性
格
あ
り
．
勉
め
て
辞
気
を
下
し
て
、
懇
切
に
以
て
人
民
を

　
感
孚
せ
し
め
よ
。
君
、
為
め
に
深
く
此
の
贈
言
を
心
肝
に
銘
刻
し
た
り
と
云

　
ふ
．
君
の
越
後
の
新
発
田
に
着
す
る
や
、
忽
ち
同
氏
の
計
電
に
接
し
、
悲
働

　
措
く
能
は
ず
．

　
福
鎌
は
、
終
世
「
今
日
の
地
位
を
得
た
る
は
、
全
く
川
路
と
グ
ロ
ー
ス
の
御

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

蔭
だ
と
明
言
し
て
い
た
」
と
い
わ
れ
る
．
彼
は
明
治
三
十
七
年
四
月
十
九
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

名
古
屋
地
方
裁
判
所
検
事
正
退
職
（
一
月
十
九
日
）
直
後
に
逝
去
し
た
。

　
　
　
　
　
　
㊧
　
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
追
悼
の
辞

　
井
上
毅
の
文
書
を
集
録
し
た
「
梧
陰
文
庫
」
（
国
学
院
大
学
図
書
館
蔵
）
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

に
「
仏
国
人
ガ
ン
ベ
ー
叙
勲
感
謝
状
記
」
と
題
す
る
罫
紙
三
枚
の
文
書
が
あ

る
。
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
我
力
期
セ
シ
別
離
ハ
此
ノ
如
キ
別
離
二
非
サ
リ
キ
。
不
幸
ナ
ル
我
友
ガ
ン

　
ベ
ー
氏
ハ
仏
国
二
帰
ル
ノ
期
既
二
迫
リ
、
今
日
ハ
即
チ
其
長
官
タ
リ
朋
友
タ

　
　
　
警
視
庁
御
雇
外
人
グ
ロ
ー
ス
関
係
資
料
補
遺

ル
日
本
人
力
、
氏
ノ
為
メ
ニ
別
莚
ヲ
開
ク
ヘ
キ
ノ
日
ニ
シ
テ
、
氏
ノ
同
国
人
モ

亦
次
テ
之
ヲ
招
待
ス
ル
ノ
約
ア
リ
．
今
ヨ
リ
五
日
ヲ
経
過
セ
ハ
、
氏
ヲ
送
リ

テ
手
ヲ
船
頭
二
分
チ
、
其
親
知
タ
ル
日
本
人
ハ
別
後
互
二
書
信
ヲ
相
通
セ
ソ

コ
ト
ヲ
約
シ
、
同
国
人
ハ
重
ネ
テ
故
国
二
相
見
ン
コ
ト
ヲ
期
シ
、
予
力
如
キ

老
友
モ
亦
再
会
握
手
ノ
歓
ヲ
希
望
セ
シ
ナ
ル
ヘ
キ
ニ
、
何
ソ
図
ラ
ン
忽
爾
永

訣
ヲ
為
シ
、
復
タ
現
世
二
相
見
ル
ヲ
得
サ
ラ
ン
ト
ハ
。
天
意
ハ
吾
人
ノ
測
リ

知
ル
可
キ
所
二
非
ス
、
唯
之
二
黙
従
ス
ヘ
キ
ノ
ミ
ト
錐
ト
モ
吾
人
哀
悼
ノ
至

情
ヲ
表
ス
ル
ハ
何
ソ
妨
ア
ラ
ン
ヤ
．
鳴
呼
、
嚢
日
ノ
歓
楽
ハ
変
シ
テ
今
日
ノ

悲
哀
ト
ナ
レ
リ
。
日
本
政
府
力
不
幸
ナ
ル
我
友
ガ
ン
ベ
i
氏
ヲ
勲
四
等
二
叙

セ
ラ
レ
タ
ル
ハ
、
纏
二
八
日
前
ニ
ア
リ
。
氏
ノ
謙
譲
ナ
ル
予
二
謂
テ
日
ク
、

此
特
殊
ノ
栄
誉
ヲ
辱
フ
ス
ル
ハ
偏
二
日
本
人
情
誼
ノ
厚
キ
ト
、
其
国
事
二
尽

セ
シ
者
ヲ
賞
ス
ル
ノ
重
キ
ト
ニ
是
レ
由
ル
ト
．
嵯
呼
、
勲
章
ノ
燦
燗
タ
ル

氏
力
胸
間
二
輝
キ
テ
、
風
采
ノ
高
秀
ヲ
添
フ
ヘ
カ
リ
シ
モ
、
空
ク
棺
頭
ヲ
飾

ル
ノ
具
ト
ナ
レ
リ
。
豊
二
哀
シ
カ
ラ
ス
ヤ
。
熟
々
氏
力
斯
ノ
如
キ
不
慮
ノ
凶

変
二
罹
リ
シ
所
以
ヲ
追
究
ス
レ
ハ
、
唯
一
ノ
原
因
ト
ス
ヘ
キ
事
ア
ル
ヲ
発
見

ス
。
即
チ
氏
ハ
其
第
ニ
ノ
郷
国
タ
ル
日
本
ヲ
去
ル
ニ
忍
ヒ
ス
、
之
ヲ
悲
ン
テ

死
セ
シ
ナ
リ
。
氏
力
日
本
ヲ
辞
ス
ル
ノ
憂
苦
日
二
切
ナ
リ
シ
ハ
、
予
力
最
モ

注
意
顧
慮
セ
ル
所
ニ
シ
テ
、
未
タ
病
二
罹
ラ
サ
ル
前
ヨ
リ
日
々
往
来
シ
テ
其

実
情
ヲ
了
知
セ
リ
。

　
ガ
ン
ベ
ー
氏
ハ
齢
八
旬
二
余
レ
ル
老
母
ア
リ
．
帰
リ
テ
之
ヲ
省
ス
ル
ハ
悦

フ
ヘ
シ
ト
錐
ト
モ
、
東
西
相
別
ル
・
八
年
ノ
久
キ
ヲ
経
テ
、
俄
カ
ニ
再
会
セ

ハ
、
感
情
ノ
劇
キ
為
メ
ニ
、
其
死
ヲ
促
ス
ナ
キ
ヲ
保
セ
ス
。
蓋
シ
婦
女
子
年

老
フ
ル
ニ
及
ン
テ
ハ
、
憂
苦
多
ク
シ
テ
反
テ
歓
楽
二
慣
レ
ス
、
老
母
ノ
侍
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
　
　
　
（
一
六
四
五
）



　
　
警
視
庁
御
雇
外
人
グ
ロ
ー
ス
関
係
資
料
補
遺

テ
以
テ
生
存
ス
ル
ハ
．
偏
二
氏
ト
再
会
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ノ
一
事
ニ
ア
リ
。
既

二
再
会
ノ
望
ヲ
達
サ
ハ
、
忽
チ
世
ヲ
去
ル
ヘ
キ
ノ
恐
ア
リ
。
是
、
氏
力
帰
朝

二
臨
ン
テ
憂
苦
逡
巡
セ
シ
所
ナ
リ
キ
。

　
ガ
ン
ベ
ー
氏
ハ
予
ト
年
老
ノ
感
ヲ
同
フ
セ
シ
ヲ
以
テ
、
其
猶
強
健
ナ
リ
シ

時
、
屡
々
相
共
二
我
輩
ノ
復
タ
本
国
二
帰
ル
能
ハ
サ
ル
ヘ
キ
ヲ
語
リ
、
若
シ

死
セ
ハ
、
我
輩
ノ
良
友
タ
ル
日
本
人
ト
墳
墓
ノ
地
ヲ
同
フ
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ノ

意
ヲ
話
セ
リ
。
我
輩
ハ
毫
モ
此
地
二
在
ル
同
国
人
ト
ノ
情
誼
疎
遠
ナ
ラ
ン
コ

ト
ヲ
欲
ス
ル
，
二
非
ス
ト
錐
ト
モ
、
彼
輩
モ
亦
旅
客
ニ
シ
テ
来
去
定
リ
ナ
ク
、

老
少
交
々
代
ル
ヲ
以
テ
．
他
日
此
地
二
来
ル
同
国
人
ハ
、
我
輩
ノ
骨
ヲ
容
土

二
埋
メ
シ
ヲ
知
ル
者
ナ
カ
ル
ヘ
シ
。
死
後
全
ク
忘
却
セ
ラ
ル
・
ヲ
欲
セ
サ
ル

ハ
、
蓋
シ
人
ノ
常
情
ナ
リ
。
日
本
人
ハ
死
者
ヲ
忘
ル
・
事
ナ
シ
。
我
輩
日
本

二
事
ヘ
テ
、
骨
ヲ
其
土
二
留
メ
ハ
、
日
本
人
ノ
我
輩
ヲ
記
念
ス
ル
コ
ト
猶
ホ

同
国
人
二
異
ナ
ラ
サ
ル
ヘ
シ
。

　
ガ
ン
ベ
ー
氏
ハ
其
長
官
ニ
シ
テ
且
良
友
ナ
リ
シ
故
川
路
少
将
ノ
墓
畔
二
葬

ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
欲
セ
シ
コ
ト
、
猶
ホ
予
力
私
二
威
名
赫
々
タ
ル
故
大
久
保
参

議
ノ
墳
側
二
痙
メ
ラ
レ
ソ
コ
ト
ヲ
希
フ
カ
如
シ
。
今
ヤ
氏
力
望
ヲ
達
シ
、
警

視
庁
ノ
墓
地
内
二
埋
葬
セ
ラ
ル
・
ヲ
得
．
実
二
殊
典
ト
謂
フ
可
シ
．
身
ヲ
公

安
保
護
ノ
職
事
二
限
セ
シ
警
視
官
二
非
ラ
ン
ハ
葬
ラ
サ
ル
ノ
地
二
於
テ
、
氏

力
墳
墓
ヲ
営
マ
シ
ム
ル
ハ
、
其
光
栄
望
外
二
出
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
恰
モ
日
本

政
府
ハ
氏
ノ
死
後
之
二
与
フ
ル
ニ
国
民
ノ
権
利
ヲ
以
テ
セ
シ
如
シ
。

　
警
視
庁
ハ
ガ
ン
ベ
ー
氏
ノ
葬
事
ヲ
負
担
シ
、
諸
君
ノ
見
ラ
ル
・
如
キ
盛
儀

ヲ
挙
行
シ
、
又
、
自
国
教
門
ノ
礼
ノ
ミ
ヲ
行
ヘ
ル
ノ
地
二
於
テ
、
外
教
ノ
葬
儀

ヲ
許
可
セ
ラ
ル
。
其
恩
遇
ノ
優
渥
ニ
シ
テ
、
処
置
ノ
寛
大
ナ
ル
知
ル
可
シ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
山
ハ
　
　
　
　
（
U
六
“
四
六
）

　
是
レ
予
力
深
ク
良
友
タ
ル
死
者
ノ
故
旧
二
代
リ
テ
、
警
視
庁
二
謝
シ
、
併
セ

　
テ
日
本
政
府
二
謝
ス
ル
所
ナ
リ
（
絢
騒
点
）
。

　
フ
ラ
ン
ス
人
の
書
い
た
も
の
の
翻
訳
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
、
執
筆

者
名
は
な
く
、
ま
た
日
附
も
な
い
。
当
時
、
グ
ロ
ー
ス
に
対
し
て
「
我
友
」
と

呼
び
か
け
、
こ
の
よ
う
な
一
文
を
書
き
う
る
在
留
フ
ラ
ン
ス
人
は
、
ボ
ア
ソ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
正
）

ー
ド
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
．
グ
・
！
ス
は
明
治
十
四
年
十
一
月
九
日
に
警

視
庁
を
退
職
、
そ
の
直
後
に
叙
勲
、
同
月
十
八
日
に
逝
去
、
二
十
一
日
に
青
山

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

祭
場
で
葬
儀
が
行
わ
れ
た
．
右
の
文
中
「
日
本
政
府
力
不
幸
ナ
ル
我
友
ガ
ン
ベ

ー
氏
ヲ
勲
四
等
二
叙
セ
ラ
レ
タ
ル
ハ
、
纏
二
八
日
前
ニ
ア
リ
」
と
あ
る
か
ら
、
こ

の
一
文
は
正
に
叙
勲
直
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
私
は
、
こ
の
文
書
は
．

葬
儀
の
当
日
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
か
ら
グ
・
ー
ス
の
霊
前
に
捧
げ
ら
れ
た
弔
辞
の

翻
訳
で
あ
る
と
推
測
す
る
．
と
す
る
と
、
そ
の
叙
勲
は
、
葬
儀
の
「
八
日
前
」

す
な
わ
ち
十
一
月
十
三
日
附
で
あ
つ
た
の
で
あ
ろ
う
．
そ
し
て
ま
た
、
葬
儀
当

日
が
、
日
本
側
の
送
別
会
開
催
予
定
日
で
あ
り
、
さ
ら
に
帰
国
乗
船
予
定
日
は

そ
れ
よ
り
「
五
日
」
後
す
な
わ
ち
十
一
月
二
十
六
日
で
あ
つ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
皇
に
グ
ロ
ー
ス
は
不
運
な
人
で
あ
つ
た
。

　
右
の
一
文
が
私
の
推
測
通
り
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
弔
辞
で
あ
る
と
す
る
な
ら

ぽ
、
「
梧
陰
文
庫
」
の
整
理
者
に
よ
つ
て
附
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
　
「
仏
国
人

ガ
ン
ベ
ー
叙
勲
感
謝
状
記
」
と
い
う
表
題
は
、
そ
の
内
容
と
か
な
ら
ず
し
も
一

致
し
な
い
も
の
と
い
わ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。

⑳
　
グ
ロ
ー
ス
の
住
所
、
そ
の
他

「
自
明
治
四
年
至
明
治
九
年
末
居
留
地
外
居
住
外
人
表
」
に
よ
る
と
、
「
ペ
ー
・



グ
ロ
ー
ス
」
は
「
九
年
五
月
よ
り
麹
町
平
河
町
五
ノ
十
一
河
田
景
福
方
に
同

（
r
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

居
」
し
て
い
る
。
当
時
、
河
田
は
海
軍
主
計
大
監
（
中
佐
担
当
官
）
で
あ
つ
た
。

警
視
庁
御
雇
と
な
つ
た
と
ぎ
に
、
横
浜
よ
り
転
居
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
．
し

か
し
、
最
後
ま
で
同
所
に
住
ん
で
い
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

　
ま
た
「
明
治
十
二
年
九
月
中
官
雇
外
人
一
覧
表
」
に
ょ
る
と
、
恒
0
3
器
は

「
警
察
事
務
顧
問
」
で
「
明
治
十
二
年
五
月
十
日
ヨ
リ
向
一
年
」
「
一
ヶ
月
四
百

　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

円
外
二
宿
料
五
十
円
」
で
雇
傭
さ
れ
て
い
る
．
九
年
に
結
ば
れ
た
最
初
の
契
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
Q
）

は
「
月
俸
三
百
円
、
宿
料
五
十
円
」
で
あ
つ
た
か
ら
、
そ
の
後
、
昇
給
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
十
三
年
五
月
以
降
の
俸
給
は
不
明
で
あ
る
。

　
前
掲
梧
陰
文
庫
の
中
に
、
「
旅
券
二
関
ス
ル
グ
ロ
ー
ス
答
議
」
と
題
す
る
警

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

視
庁
罫
紙
三
枚
の
明
治
九
年
五
月
二
十
六
日
附
の
文
書
が
あ
る
．
フ
ラ
γ
ス
に

お
け
る
国
内
旅
行
の
旅
券
に
関
す
る
規
則
を
、
一
問
一
答
の
形
式
で
記
録
し
た

も
の
で
あ
る
。
質
問
者
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
大
警
視
川
路
利
良
か
あ
る

い
は
彼
の
命
を
う
け
た
そ
の
部
下
で
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

の
前
年
の
六
月
、
川
路
は
「
旅
券
規
則
」
全
十
六
条
を
立
案
し
た
が
、
実
施
に

至
ら
ず
、
そ
の
後
約
一
年
、
そ
の
実
施
を
あ
き
ら
め
な
か
つ
た
川
路
が
、
着
任

早
々
の
グ
ロ
ー
ス
に
、
そ
れ
に
関
す
る
フ
ラ
ソ
ス
の
事
情
を
聴
い
た
こ
と
が
十

分
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
な
お
、
法
律
新
聞
第
二
五
号
に
、
グ
冒
ー
ス
の
肖
像
画
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

　
（
23
）

こ
と
を
附
記
し
て
お
く
。

　
（
1
）
　
拙
稿
「
警
視
庁
御
雇
外
人
ガ
ソ
ベ
・
グ
買
ー
ス
f
続
・
明
治
法
制
史
料

　
　
雑
纂
（
三
）
」
・
本
誌
第
三
八
巻
六
号
・
一
〇
八
頁
以
下
。

　
（
2
）
　
尾
佐
竹
猛
「
日
本
陪
審
史
」
（
大
正
十
五
年
）
・
九
五
頁
以
下
、
同
「
疑
獄

　
　
　
　
警
視
庁
御
㌍
外
人
グ
ロ
ー
ス
関
係
資
料
補
遺

難
獄
」
（
昭
和
四
年
Y
三
七
頁
．

（
3
）
　
拙
稿
「
自
由
党
静
岡
事
件
裁
判
小
考
」
・
本
誌
第
四
〇
巻
五
号
・
五
頁
註

25

・
参
照
．

（
4
）
　
「
法
の
塵
」
・
法
律
新
聞
第
一
七
二
号
（
明
治
三
十
六
年
十
一
月
二
十
日
）
。

　
二
七
頁
f
二
八
頁
。

（
5
）
　
「
名
古
屋
地
方
検
事
正
福
鎌
芳
隆
」
・
法
律
新
聞
第
一
七
七
号
（
明
治
三
十

　
六
年
十
二
月
十
五
日
）
・
一
一
頁
以
下
。

（
6
）
　
福
鎌
は
、
八
年
三
月
「
官
員
録
」
で
は
権
大
舎
人
（
二
枚
裏
）
、
九
年
七

　
月
「
官
員
録
」
で
は
正
院
権
少
主
記
（
二
枚
裏
）
、
九
年
十
二
月
「
官
員
録
」

　
で
も
同
じ
で
あ
る
が
（
二
枚
裏
）
、
十
年
五
月
「
官
員
録
」
で
は
太
政
官
八
等

　
属
（
二
枚
裏
）
、
十
一
年
六
月
「
官
員
録
」
で
は
太
政
官
七
等
属
に
在
職
し
て

　
い
る
（
二
枚
表
）
。
し
か
し
、
十
二
年
一
月
「
官
員
録
」
に
は
そ
の
名
が
み
あ

　
た
ら
な
い
。
彼
の
退
職
は
十
一
年
の
後
半
と
思
わ
れ
る
。

　
　
因
み
に
「
本
朝
民
鑑
」
は
、
十
年
か
ら
十
二
年
に
か
け
て
十
七
冊
出
版
さ
れ

　
て
い
る
が
、
続
刊
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
．
こ
の
中
、
編
者
が
福
鎌

　
芳
隆
の
名
の
も
の
は
、
三
冊
に
す
ぎ
ず
、
他
は
福
鎌
隆
彦
か
あ
る
い
は
田
中
信

　
顕
と
な
つ
て
い
る
．
悶
着
が
お
き
た
の
で
、
編
者
の
名
を
変
更
し
た
の
か
も
知

　
れ
な
い
。
但
し
、
そ
の
両
名
に
つ
い
て
は
、
私
は
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

（
7
）
（
8
）
（
9
）
　
前
掲
福
鎌
芳
隆
・
法
律
新
聞
第
一
七
八
号
（
明
治
三
十
六
年
十

　
二
月
二
十
日
）
・
一
七
頁
以
下
。
因
み
に
、
藤
田
組
事
件
と
い
う
の
は
、
参
議

　
井
上
馨
が
ド
イ
ッ
か
ら
贋
札
を
輸
入
、
藤
田
組
の
藤
田
伝
三
郎
の
賛
本
に
廻
し

　
た
と
い
う
噂
が
ひ
ろ
ま
り
、
関
係
者
が
逮
捕
さ
れ
た
が
、
結
局
、
十
二
年
末
に

　
無
罪
が
決
定
し
た
疑
獄
で
あ
る
（
尾
佐
竹
・
前
掲
疑
獄
難
獄
・
一
五
三
頁
以
下

　
参
照
）
。

（
1
0
）
　
明
治
十
三
年
九
月
「
官
員
録
」
の
東
京
上
等
裁
判
所
の
部
に
、
彼
は
在
職

　
し
て
い
な
い
が
（
一
六
八
枚
裏
）
、
十
四
年
八
月
「
官
員
録
」
に
よ
る
と
、
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　
　
　
（
一
六
四
七
〉



　
　
　
警
視
庁
御
雇
外
人
グ
ロ
ー
ス
関
係
資
料
補
遺

　
裁
判
所
検
事
補
の
筆
頭
に
在
職
し
て
い
る
（
一
六
四
枚
表
）
。

（
1
1
）
　
前
掲
福
鎌
芳
隆
・
法
律
新
聞
第
一
七
九
号
（
明
治
三
十
六
年
十
二
月
二
十

　
五
日
）
・
一
〇
頁
。

（
1
2
）
　
註
4
に
同
じ
。

（
招
）
　
明
治
三
十
七
年
四
月
二
十
日
・
時
事
新
報
。

（
M
）
　
国
学
院
図
書
館
編
「
梧
陰
文
庫
目
録
」
（
昭
和
三
十
八
年
）
・
二
二
九
頁
。

（
1
5
）
　
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
グ
胃
ー
ス
の
親
交
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
・
前
掲
グ
ロ
5

　
ス
・
本
誌
第
三
八
巻
六
号
・
一
〇
九
頁
。

（
1
6
）
　
前
掲
書
・
一
二
二
頁
－
一
一
四
頁
．

（
1
7
）
　
「
築
地
居
留
地
」
・
東
京
都
史
紀
要
第
四
冊
（
昭
和
三
十
二
年
）
・
三
七
五

　
頁
。

（
1
8
）
　
明
治
八
年
三
月
「
官
員
録
」
・
五
九
枚
裏
．
同
九
年
七
月
「
官
員
録
」
・
四

　
二
枚
表
等
参
照
。
因
み
に
、
「
百
官
履
歴
」
（
史
籍
協
会
本
）
所
載
の
河
田
の
官

　
歴
に
は
、
主
計
大
監
任
免
の
記
事
が
欠
け
て
い
る
（
下
巻
・
四
九
〇
頁
）
。

（
1
9
）
　
「
日
本
外
交
文
書
」
第
十
八
巻
・
六
一
九
頁
．

（
2
0
）
　
註
1
5
に
同
じ
。

（
2
1
）
　
前
掲
梧
陰
文
庫
目
録
・
二
二
八
頁
。

（
2
2
）
　
こ
の
草
案
は
、
川
路
の
「
旅
券
ヲ
発
行
ス
ル
議
」
と
共
に
、
同
じ
く
梧
陰

　
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
（
註
2
1
に
同
じ
）
。

（
2
3
）
　
法
律
新
聞
第
二
五
号
（
明
治
三
十
四
年
三
月
十
一
日
）
・
一
頁
。

六
八

（
｝
六
四
八
）


